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１　はじめに
不確実性の社会に突入しつつある現在，高齢
者の不良化の状況とそれを阻止することの必要
性について，「教育問題の基礎にあるものにつ
いての考察（Ⅷ）─不確実性の社会における高齢
者（Ⅰ）─」において考察した。
本論文においてはそれを踏まえつつ，高齢者
の能力を活用するための能力としてのセレン
ディピティ（serendipity）について分析し，その
ための教育のあり方について考察していきたい。
２　高齢者の能力を活用する条件
⑴　年少世代の高齢者に対する意識変革
現在の年少世代は高齢者を介護と年金の対象
としてしか捉えていない場合が多い。それは学
校教育において，高齢者についての道徳教育の
内容は「お年寄りは弱者だから，保護が必要で
ある」という基本的考え方に基づいて行われて
きたからである。「お年寄りは弱者である」とい
う前提で，高齢者に対応することを幼い時期よ
り刷り込まれているために，お年寄りを信頼し，
尊敬するという意識をもたない子どもが極めて
多い。年長世代から年少世代への文化伝達は年
長世代に対する信頼と尊敬の意識を年少世代が
もつところに実現するものである。したがって，
高齢者を「弱者だから保護する」という考え方
は，「信頼と尊敬の対象としての高齢者」とい
う意識を成立させない。このような傾向は20世
紀後半以降の経済至上主義的イデオロギーの広
まりに伴って一般化していった。
経済至上主義的イデオロギーの観点から高齢
者は弱者であり，保護が必要であるとは考える
が，信頼と尊敬の対象にはなりうるという考え
方の教育は行われてきていない１）。また，核家
族化の進行に伴って，普段の生活で，高齢者と
同居しない生活形態の一般化から，子どもたち
が日常的に高齢者とともに生活する機会も少な
くなってきた。その結果，現在の若者で高齢者
に対して信頼と尊敬の感情をもつ人々は極めて
少ないと言わざるをえない状況にある。
少子高齢化の顕著な現代社会において高齢者
の労働力を導入するためには，年少世代の高齢
者に対する意識を変化させなければならない。
現実に若者のなかには高齢者がいつまでも働く
社会を実現することによって，自分たちの働く
場がなくなるのではないかという危惧を抱く者
は少なくない。このような考え方は従来の高齢
者に対する誤った捉え方（経済至上主義的な捉
え方，つまり，高齢者は社会的弱者ではあるが，
文化的価値をもつ存在であるという捉え方がで
きない）の教育を受けてきた結果である。少子
高齢化が問題にされていながら，社会全体の一
般的考え方は子どもを増やすための施策のみが
問題にされ，少子高齢化社会という社会の特徴
（とりわけ，高齢者の能力活用）を活かした社
会制度のあり方についてはほとんど真剣に検討
されていない現状にある。
経済至上主義的イデオロギーが充満していた
バブル期以降の社会においては，社会全体が高
齢者の経験や技術，文化的価値という具体的能
力の活用の必要性を認めなかったため，年少世
代はそのような高齢者の本来的価値を教えられ
ていない状態に置かれてきた。その結果，現在
の若者には，高齢者に対する信頼と尊敬の気持
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ちがあらわれてこない場合が多いのである。全
く知らない高齢者に対して「おじいちゃん，お
ばあちゃん」と呼びかけることに何の抵抗も感
じないこと自体が，高齢者の立場に立っていな
いことであることすら理解できない若者は少な
くない。高齢者に信頼と尊敬の感情をもってい
るなら，見知らぬお年寄りに「おじいちゃん，
おばあちゃん」という言葉で呼びかけることに
は躊躇するはずである。少なくとも学生が大学
の教授に対して「おじいちゃん，おばあちゃん」
とは決して呼ばない。それは，暗黙のうちに大
学教授に対する尊敬（あるいは畏敬）の感情を
もっているからである。これは戦後教育の一つ
の欠陥のあらわれであると言うこともできる。
民主主義的な意識を広めることが儒教倫理を否
定し，平等主義を広めてきたのであるが，日本
社会特有の文化には，高齢者に対する尊敬心が
常に存在してきた。今後（従来の価値観が根本
から崩壊する）不確実性の社会において，高齢
者に対する従来の常識とは異なる考え方の普及
とともに，新たな労働役割分担社会になった場
合，高齢者に対する信頼と尊敬は社会全体の維
持・発展に不可欠の基礎条件になってくる。そ
のような意味で，日本文化の再評価とその文化
的価値の教育が行われなければならない。
戦後日本の教育は，戦前の教育を否定するた
めに世界の文化的価値に対する評価と同時に，
日本の文化的価値に対する不当に低い評価がな
され，それに基づく教育が行われてきた。その
結果，日本人の意識に，日本の文化財に対する
正当な評価をしていない若者世代が多いと言わ
ざるをえない２）。つまり，戦後の日本人は愛国
心の教育をされてこなかっただけでなく，日本
の文化や歴史に対して正当な評価をする教育を
受けてこなかったために，それに伴って，高齢
者に対して信頼と尊敬の感情をもたないのと同
様に，日本の文化や歴史，さらには，道徳教育
の軽視傾向が続いてきた３）。
高齢者に対する年少世代の意識改革のために
は，日本の文化に対する尊重が必要であり，そ
の基礎には戦後日本教育がほとんど取り上げて
こなかった愛国心の教育が不可欠である４）。歴
史教育を重視することは，祖先に対する信頼と
尊敬心を養う基礎であり，その延長上に年長世
代（とりわけ高齢者）に対する信頼と尊敬の感
情もあらわれてくるのである。
不確実性の社会があらわれる根本原因は世代
間の文化伝達が成立しにくくなることにある。
世代間の文化伝達は年少世代が年長世代に対し
て信頼と尊敬の感情をもつことによって成立し
てくる。人間は信頼し尊敬している人間や分野
を模倣したいという欲求をもつものである。文
化伝達の基礎はこのような（被教育者的立場に
立つ）年少世代の（教育者的立場に立つ）年長
世代に対する模倣欲求によって成立してくる。
つまり，不確実性の社会こそ，年少世代が年長
世代に対する模倣欲求をもたないことからあら
われてくる現象の一つである。今こそ，高齢者
に対して真の信頼と尊敬の意識を養う教育が若
者に対して必要なのである。社会全体に高齢者
に対する信頼と尊敬の意識をもちにくい経済至
上主義的イデオロギーが広がっているからこそ，
なおさら一層学校教育において高齢者に信頼と
尊敬の感情を養うことができるような教育を行
わなければならないのである。そのためには，
歴史教育，とりわけ，日本史教育を充実させ，
日本の文化や歴史の正当な評価に基づく教育が
必要なのである５）。
このように正当な日本史教育を行うことに
よって，年少世代は日本の文化や歴史に対する
正当な評価を知ることが可能になり，個々の日
本人に祖先に対する信頼と尊敬の感情を醸成し，
その延長上に高齢者に対する信頼と尊敬の感情
を成立させてくるのである。不確実性の社会に
おいてこそ，高齢者に対する信頼と尊敬の感情
をすべての若者がもつことによって，高齢者と
の労働役割分担が実現するのである。
⑵　高齢者のセレンディピティ
高齢者の不良化を防止する要素として，①社
会の経済至上主義的イデオロギーの是正，②高
齢者の定義の修正，については，「教育問題の基
礎にあるものについての考察（Ⅷ）─不確実性の
社会における高齢者（Ⅰ）─」において，③年少
世代の高齢者に対する意識変革，については，
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本論文において取り上げることによって，高齢
者を取り巻く要素について考察を続けてきたが，
高齢者の不良化を防止する最大の要素は高齢者
自身の意識改革である。高齢者が高齢者として
のプライドをもち続けることができるためには，
高齢者自身の意識のもち方に変化を起す必要が
ある。
従来の日本社会において，高齢者は高齢者で
あるという事実だけで年少者から信頼され尊敬
されてきた６）。このような傾向が崩壊してきた
のは，第二次世界大戦後の民主主義思想の導入
と資本主義的な傾向から生じてきた経済至上主
義的イデオロギーの広まりに起因している。さ
らに，情報化社会の進展により，社会内におけ
る年長世代，とりわけ，高齢者の位置の相対的
低下によって，高齢者が信頼と尊敬を受けにく
い状況が広まってきたことに起因している。さ
らに，日本社会全体における核家族化傾向も加
わって，高齢者が若者とともに生活することに
よって日常生活で高齢者の経験や知恵というも
のを受け入れる機会が失われるとともに，社会
保障制度の充実（介護制度と年金制度に代表さ
れる）に伴って，高齢者が信頼と尊敬を受けに
くい外的条件がそろいつつあることはすでに明
らかにした。
定年退職を迎え，老後は悠々自適な生活を楽
しもうとしていた高齢者がそのような悠々自適
な生活を送れないのは，自らの子や孫に信頼さ
れ尊敬され愛情深く迎えられている実感がもて
ないからである７）。高齢者には無限の自由時間
があるが，それを晴耕雨読によって悠々自適に
過ごせるためには精神的余裕がなければならな
い。その精神的余裕は自らの子孫との「心のつ
ながり」という前提によって成立してくるので
あるが，現実社会においては社会保障制度とい
う国の制度によって悠々自適な生活が送れると
考えられている。しかし，社会保障制度の充実
は高齢者の精神的余裕の外的条件である経済的
余裕であったとしても，自らの子どもや孫から
信頼と尊敬の感情を日々受けているという内的
条件が整っていなければ，高齢者は精神的余裕
をもって悠々自適な生活は送れない。悠々自適
な生活の基礎は自らを取り巻く人々との心のつ
ながり（とりわけ，周りから信頼され尊敬され
ているという意識）が存在していなければなら
ない。心のつながりの希薄な人間関係において
はいかに経済的な豊かさが保障されていても，
悠々自適な生活は送れない。社会保障制度の充
実した北欧諸国において比較的自殺率が高いの
は，北欧諸国自体が経済至上主義的イデオロ
ギーから完全に脱却ができていないことと高齢
者と若者の間の十分な心のつながりをもてない
ことによっていると言うことができる８）。
このような現状において高齢者自身の意識転
換が必要になってきている。年長世代である高
齢者は本来年長世代の特徴である未来志向性を
もっている。しかしながら，その未来志向性は
自らの子孫との関係において成立してくるもの
である。それゆえ，現在のように子や孫が高齢
者に信頼も尊敬もしない場合，高齢者は子や孫
に対して自らの未来を託す気持ちにもなれない。
それこそが不良老人発生の構造であることはす
でに明らかにした。高齢者が未来志向性をもち
えない理由は，それまでに，自らの子や孫に対
してもっている意識が子や孫自身によって裏切
られると感じるために生じる意識である。つま
り，自ら描いた予想通りの老後を迎えられない
ことに対する失望から，未来志向性をもち続け
ることが不可能になってしまうのである。また，
この自らの子や孫に裏切られたという意識は単
に自分の子や孫に対してだけでなく，年少世代
全体に対して向けられる。「最近の子どもは…
変わった」という意識こそ，年少世代に対する
不信感のあらわれであり，年少世代に自らの未
来志向性が評価されず，それを託していきたい
という欲求をもつことができない結果あらわれ
てくる意識である。
以上のような構造で高齢者は未来志向性をも
ち続けることができなくなってしまうのである。
自分の予想通りの高齢期を迎えることができな
かったことに対する失望から，未来志向性を失
い自暴自棄になって現在志向化することが不良
老人化の過程である。このような不良老人化の
過程を阻止するためには，自らの予想通りの高
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齢期を迎えられなかったときの失望感から新た
な可能性を導き出す能力が必要であり，そのよ
うな能力こそがセレンディピティなのである。
 「セレンディピティは，外からの偶然のシグ
ナルを受けてのひらめき９）」であり，「偶然の発
見をもたらす能力10）」である。このような「偶
然の思いがけない発見は，科学の分野だけで生
ずることで見られる現象ではありません11）」と
言われるように，人間の日常生活において常に
生じている現象である。予測を立てたがその予
測通りにならないということは，日常的にあり
ふれたことである。むしろ予測通り物事が進ん
でいくことの方が少ないのが現状である。予測
通りの成果が出なかった場合，一般には失望し
たり自暴自棄になったりしてしまうことが多い
が，そのままでは何の成果もあらわれない。予
測通りの結果が出なかったことに新たな意義を
見出す能力こそが，セレンディピティなのであ
る。自然科学の研究においては，仮説に基づく
実験が成功することは極めて少なく，その失敗
の原因を吟味・研究することによって，そこか
ら，予測しなかった成果を大切にすることが重
大な発見に繋がることが多いと言われている。
　 「セレンディピティの本意は，知性を働かせ
ながら同時にべつな視点から眺めていると，偶
然すばらしいものを見出す12）」能力であり，不
確実性の時代において極めて重要な意味をもつ
能力であると言うことができる。何が起るか予
想しがたい不確実性の時代において，未来を予
測し，その予測の失敗から成果を導くというセ
レンディピティの能力は不可欠な能力である。
本来大人としての性格である未来志向性をも
つ年長世代はその未来志向性ゆえに年少世代に
対して文化伝達を行い，社会の維持・発展の努
力をするのである。その意味において年長世代
の未来志向性がもつ意義は大きい。しかしなが
ら，現役生活を引退した高齢者はこの未来志向
性のゆえに，その未来が期待通りにならない場
合，失望から自暴自棄になってしまい，高齢期
における不良化現象が生じてくるのである。と
りわけ，高齢者の能力を正当に評価しない経済
至上主義的イデオロギーが広まっている現代社
会，さらには，今後進んでいくだろう不確実性
の社会においては，高齢者が未来志向性をもち
続けることによって，現実社会の労働力分担に
参加していかなければならない。このような意
味において，高齢者がセレンディピティを身に
付けることには，極めて大きな意義があると言
うことができる。
不確実性の社会において，高齢者が年長世代
としての役割を演じ続けるためには，自らの未
来に対する期待が裏切られたときでも，その事
態に積極的に対応し，新たな（自らの存在を評
価し直す）察知力（sagacity）が必要である。「“偶
然の一大事”がいつもどこかで起きている13）」
のであり，そのことを発見するための能力こそ
が察知力である。未来志向性をもつ人は未来に
対する予測を常にもつものである。しかしなが
ら，その予測は必ずしも当たる場合ばかりでは
ない。そのときに，落胆するか，新たな可能性
を得る機会と理解し，その新たな可能性を察知
する能力（セレンディピティ）をもつかによっ
て，その予測が外れたこと自体がマイナスに機
能するか，プラスに機能するかが決まってくる。
セレンディピティとは，このような予測不可能
な未来をプラスに利用するための能力なのであ
る。それゆえにこそ，今後の不確実性の時代に
おいて，とりわけ，高齢者はこのようなセレン
ディピティを身に付け，不確実性の社会に積極
的に対応していくことによって不良老人化する
ことはなくなるのである。
高齢者を取り巻く社会環境がいかなる状態に
なろうと，高齢者自身の積極的なセレンディピ
ティによって困難を切り拓いていく能力をもつ
ことが必要になってくる。ここでセレンディピ
ティの構造について考察していく。
３　セレンディピティの構造
セレンディピティは人間が未来の不確実な出
来事に対する予測をし，その予測が外れるとき
の否定的状況を肯定的に解釈し直して新たな可
能性へと発展させていく能力であり，これから
の不確実性の社会を生き抜く上で不可欠の能力
と言うことができる。このセレンディピティと
─ 5 ─
教育問題の基礎にあるものについての考察（Ⅸ）
いう能力は，その前提において未来志向性が存
在していなければ成り立たない。それゆえ，セ
レンディピティを問題にする対象は年長世代が
中心になるのであるが，ここでは，高齢者と高
齢者を取り巻く社会環境を分析する意味で，現
在志向性とのかかわりについても考察したい。
⑴　未来志向性とセレンディピティ
年長世代の特徴である未来志向性は未来につ
いて実現する価値の予測と，それを目標にして
努力する一環としてあらわれてくる訓練の意義
を認め自ら努力していくことを可能にする要素
である。しかしながら，あらゆる年長世代が常
にそのような未来志向性をもち続けることがで
きるということにはならない。それは，人間が
大人になるということ自体がある年齢で機械的
に成立するというようなものではなく，徐々に
大人としての性格である未来志向性をもつよう
になってくるものであるからである。それゆえ
に，未来志向性をもつようになった人間でも，
現在志向性へと逆戻りする場合も少なくなく，
高齢期になってから現在志向性へ回帰すること
によって不良老人化現象が生じてくると言うこ
とができる。ただ周りの人々（とりわけ年少
者）に信頼され尊敬されているという強い認識
をもっている場合，不良老人化現象はあらわれ
にくい。
未来志向性から現在志向性への回帰とは，未
来に対する予測を目標として努力したが，その
目標が達成されず，むしろ自らの予測が外れ，
落胆した結果，新たな可能性を見出すセレン
ディピティを欠いている場合に起る現象である。
未来志向性自体が未来に対するプラス予測であ
り，それを現在志向性に逆戻りさせないための
能力こそが，セレンディピティであると言うこ
とができる。つまり，セレンディピティは未来
志向性を維持できるための能力であり，一度大
人になった人が子どもへ逆戻りすることを防ぐ
自己制御能力と言い直すことができる。
子ども（年少世代）から大人（年長世代）へ
の移行は教育の目的であり，シュライエルマッ
ハーによると，「人間が成年に達する（mündig）
時，すなわち，年少世代が自主的な方法（auf 
selbständige Weise）で，倫理的課題を果すこ
とに協力して，年長世代と対等の立場に立つと
き，教育的はたらきかけは終る14）」とされてい
るように，一度年長世代になった人間が年少世
代に後戻りすることは基本的にはありえない。
それは大人（年長世代）としての未来志向性を
一度身に付ければ，子ども時代にもっていた現
在志向性の無意味さを十分に理解しているから
であり，そのこと自体が大人である一つの基準
になるからである。
シュライエルマッハーにおいては，本来大人
になって未来志向性をもつということは，そこ
に同時にセレンディピティの能力ももっている
ことを意味しているのである。未来志向性に
よって立てた予測が外れても，その結果，新た
な可能性を見付け出すことができるからこそ大
人であり，その困難を自ら解決していく能力を
もっていること自体が大人の特徴であるとシュ
ライエルマッハーは考えていたのである。シュ
ライエルマッハー自身はセレンディピティとい
う言葉を用いなかったが，彼の未来志向性とい
う概念には，セレンディピティの要素が十分含
み込まれていたと考えることができる。未来志
向性という概念自体がセレンディピティを成立
させる基礎概念であり，未来に対する予測の失
敗をさらに克服するからこそ未来志向性になる
のである15）。それゆえ，セレンディピティは大
人の人間が必然的にもつ能力であり，そのよう
な能力をもたない大人は社会的逸脱者というこ
とになる16）。
子どもから大人への発達は現在志向性から未
来志向性への転換によって実現されていく。し
かしながら，未来志向性には未来に対する期待
や予測を前提にするがゆえに，その期待や予測
が外れることはよく起ることである。その場合，
未来志向性を維持しつつ新たな方向の未来へと
修正することが大人の生き方であり，そこにひ
とりでにセレンディピティの能力が伴っている
のである。大人が未来志向性を維持し続けるこ
とができるのは，このセレンディピティの能力
をもつことによるのである。セレンディピティ
なしに未来志向性が定着することはない。未来
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志向性をもつこと自体が未来に起る困難に打ち
克つ必要性を生み出すのであり，それこそが大
人としての生き方の最大の特徴となってくるの
である。
大人になって，既存社会を維持・発展させる
べき立場に立つようになると，人間はさまざま
の困難に直面することがあっても，その困難を
何らかの形で克服する努力をする。そのような
困難を避けている人間は，いつまで経っても大
人に成り切れない人間という評価を受ける。大
人としての生き方には，常にストレスを伴うと
いう一般的常識のもとに「大人になる」ことが
実現していくのである。そのようなストレスに
耐えうる耐性こそが，子どもから大人への発達
の成果としてあらわれてこなければならないの
である。未来におけるさまざまの困難を克服し，
新たな未来を切り拓いていく。それこそが大人
の人間としての生き方である。そのような生き
方のできない人は，社会的ひきこもりやニート，
さらにはアウトロ （ー社会的逸脱者）になって
しまう。つまり，大人としての未来志向性を維
持できること自体，セレンディピティの能力の
あらわれであると言うことができる。
 「何かひとつ新しいことを考えてやろうと
思って，見たり聞いたり話したりしているとき，
パッとヒントを得て新しい発見や発明をする17）」
能力は高次脳の発達しているすべての人間に共
通する能力であるが，その能力を積極的に利用
するかしないかの能力こそ，セレンディピティ
の能力なのである。年長世代の特徴である未来
志向性はセレンディピティの能力を伴うことに
よって，年長世代に年長世代としての積極的役
割を実現可能にしている。つまり，セレンディ
ピティは年長世代の未来志向性に積極的意義を
与える能力であり，それなしには，未来志向性
は単なる楽観主義的空想主義者を生み出すこと
になるか，厭世主義的ひきこもりを生み出すこ
とに繋がってしまう。未来に対して積極的にか
かわり，未来を切り拓いていこうとすることこ
そ，年長世代の使命であり，それが年長世代の
未来志向性の本質でなければならない。そのよ
うな意味においても，年長世代の未来志向性に
はセレンディピティが常に伴わなければならな
いのである。
年少世代が教育されることによって年少世代
としての現在志向性が未来志向性へと変化して
いくのであるが，年少世代自身が未来のことを
考えることもないことはない。ただ年少世代が
未来のことを考える場合は，「バラ色の未来」
という言葉に代表されるように，理想的・空想
的未来であり，非現実的未来なのである。年少
世代にいる子どもは，その未来を現実化するた
めの具体的方法やそのための訓練という考え方
をもたない。単なる空想的未来であり，そのた
めの具体的実現方法を一切考慮しないがゆえに，
年少世代は現在志向性という性格をもつと言え
るのである。
それに対して，年長世代は未来の目標や理想
を実現するための具体的方法を工夫し，さらに
は，その方法の試行錯誤を行いつつ，さまざま
な方法に応用していくという形で未来志向性を
実現していくのである。それゆえ，年長世代の
未来志向性にはセレンディピティが必然的に
伴っていなければならないのである。年長世代
から年少世代への文化伝達である教育のなかに
は，大人としての未来志向性を成立させるため
の能力であるセレンディピティの教育・訓練が
含まれていなければならない。セレンディピ
ティこそが，世代間の教育成立の目に見えない
要素なのである。
⑵　現在志向性とセレンディピティ
年少世代の特徴である現在志向性は，欲求が
生じたときにその欲求を実現することしか考え
ない性質であり，その欲求を実現することがそ
の後にいかなる結果をもたらすかについてはほ
とんど考慮しない性質である。シュライエル
マッハーによると，「人間の生活は常に各個人のう
ちからあらわれてくる生命活動（Lebenstätigkeit）
と各個人に対する他人の影響（Einwirkung）
という二つの要素から構成されている18）」ので
あり，子どもの生活についても子ども自身の生
命活動と，それに対する周りからの影響のなか
で成立してくる。それこそが子ども独自の生命
活動である遊び（Spiel）なのである。ただそ
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の遊びは，その結果については一切考慮しない
で，欲求のままに行われる自己活動としてあら
われてくる。それゆえ，子どもの自己活動であ
る遊びは現在志向性を示す典型であると言うこ
とができる。純粋な子どもの遊びに子どもが集
中する姿は，子どもの現在志向性である「子ど
もらしさ」のあらわれである。
しかし，子どもの自己活動である遊びも「各
個人の生命活動と各個人に対する周りからの影
響」によって成立してくるのであるから，大人
の未来志向的要素を含む影響も徐々にあらわれ
てくる。ここにシュライエルマッハーの「人間
は生のはじめから完成を求めて発達を遂げてい
く十分な根拠を自らのなかにもっている存在で
ある19）」という言葉がもつ意義があらわれてく
るのである。人間の基本的性格が現在志向性か
ら未来志向性へと発展していくのは，人間の本
質に周りからの影響を受け入れる要素があり，
それこそが人間の成長・発達に対する教育の重
要性なのである。
 「年長世代から年少世代へのはたらきか
け20）」を教育と考えるシュライエルマッハー
の考え方には，人間の教育的有機体としての根
拠に基づく構造があったと考えられる。この世
代間教育の考え方のなかには，知識や技術の伝
達という実質陶冶的内容だけでなく，未来志向
性という基本的なものの考え方の伝達も含まれ
ているのである。
現実に子どもが現在志向性的存在であるとい
うことは，必ずしも子どもが未来を空想したり，
未来を期待したりしないという意味ではない。
むしろ現実の厳しさを経験していない子どもは
素晴らしい未来だけを空想することは多い。た
だ理性的に現在を未来に結び付ける手順を踏ん
でいくことができないという意味で，子どもに
は現在志向性という性格があらわれてくるので
ある。未来に対して理想的目標を掲げ，それに
向かって具体的努力を継続していく能力こそが
未来志向性を成立させるのであるが，子どもに
はそのような性質がないのである。未来志向的
能力は教育によって養われるか，自らの失敗体
験を通じてその克服に努力する意志に導かれな
ければならない。この過程においてセレンディ
ピティの能力が成立してくるのである。つまり，
現在志向性が未来志向性へと発展してくるのは，
単純に「遊び」を「訓練」に変化させるという
表面的理解ではなく，その変化の背後に現在志
向性にセレンディピティの要素が加わることに
よって未来志向性へと変化していく構造が読み
取れるのである。
それゆえに，子どもにセレンディピティの能
力はない。子どもが大人からのさまざまの影響
を受け，現在志向的活動に「よりよい」改善を志
向し，その試みの失敗を繰り返すうちにセレン
ディピティの能力が付いてくる。失敗を失望に
結び付けるのではなく，失敗を「幸福な偶然21）」
と理解できるようになること自体が未来志向性
の本質なのである。つまり，「未来志向性＝現
在志向性＋セレンディピティ」の公式が成立す
るのであり，セレンディピティは「肯定的思考
の力（The Power of Positive Thinking）22）」に
よってさまざまの困難を克服することで思いも
よらない成果を掴み取る能力なのである。
⑶　セレンディピティ成立の要件
セレンディピティという概念は1754年にホ
レース・ウォルポール（H. Walpol， 1717〜
1797）がお伽話で用いた概念であり，セレン
ディップの三人の王子が，「偶然の察知により
思いがけないものごとを発見することにこじつ
けて，これをおまじないの不思議な力として
“セレンディピティ”と名づけ23）」たことに由
来し，それをR・K・マートン（R. K. Merton, 
1910〜2003）が1945年に科学分野に導入した。
自然科学においては，仮説を立て，それを実験
によって証明する過程で生じる失敗に新たな意
義を発見する必要性が重要な意義をもつがゆえ
に，仮説どおりの実験結果が出なかった場合に
新たな仮説設定に不可欠な能力としてセレン
ディピティが評価されたのである。
仮説を立てることは未来志向性の基本であり，
その未来の出来事が予測通りいかなかった場合
にそれを失敗として落胆するか，その失敗から
新たな仮説を立て未来を切り拓いていくかの分
かれ目にセレンディピティの能力があらわれて
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くるのである。失敗から新たな仮説を立てるた
めに必要な能力はユーモア（humour）である。
「ユーモアは精神的集中力である希望の生態学
（Biology of Hope）の重要な側面24）」である。
セレンディピティを成立させる心の余裕はユー
モアの精神に導かれるのである。さらに，失敗
に屈することなく，そのようなユーモアをもつ
ことができるのは自らに対する自信（self -
confidence） である25）。科学の新たな進歩のた
めの発明・発見には必ずしも研究一筋を貫くよ
りも，無駄に思えることや，目的に関係のない
ことを無視するのではなく，積極的に吟味する
ことが必要なのであるが，人間の一般的生き方
におけるセレンディピティは未来志向性とユー
モア，さらには，自信が最低限必要な要素に
なってくるのである。
ここでセレンディピティを成立させるそれぞ
れの要素について考察を進めることにする。
　① 未来志向性
現在志向性を未来志向性へ転換するためには，
セレンディピティが重要な要素になることはす
でに明らかになった。現在志向性のままの状態
では，未来に対する期待や予想は実現可能性と
は無関係な単なる空想や幻想に過ぎない。ただ
セレンディピティが成立する前提条件として，
未来志向性がある程度定着していることが必要
である。そのような意味において，セレンディ
ピティという能力は子どもにはあらわれない。
セレンディピティが成立するためには，未来に
対する真剣な思い入れが必要であり，それを実
現する強い意志と目的をもたなければならない。
これこそが自然科学の仮説証明に対する研究者
の目的意識である。同様のことが未来志向性を
もつ年長世代において，既存社会の維持・発展
への思い入れとしてあらわれてくる。未来志向
性は真剣に未来のあり方を考え，そのための目
標を設定し，実現に努力するところにあらわれ
てくる。そのような未来に対する真剣な取り組
みこそが，セレンディピティの能力によってい
るのである。年少世代が未来志向性をもつこと
ができないがゆえに，セレンディピティの能力
をもたないのであり，それは年長世代が年少世
代に行う教育的訓練によって成立してくる未来
志向性に基づいて成立してくる重要な内容でな
ければならない。ただ年長世代としての未来志
向性はその未来の具体的改善を実現しなければ
ならないのであるが，改善計画は必ずしも成功
するものではなく，その目的実現過程において
失敗はつきものである。そのような失敗によっ
て，目的や計画を放棄してしまうことは年長世
代には許されない。失敗の原因を究明し，新た
な工夫や改善を加えた計画を練り直せるからこ
そ，現状社会を維持・発展させるべき立場であ
る年長世代の役割が成立してくるのである。
未来志向性は単純に未来を空想することでは
なく，未来に対して積極的にはたらきかけるこ
とでなければならない。未来に対する積極的な
はたらきかけには，その成果に対する評価を行
う必要が伴う。つまり，未来に対して責任をも
つことが未来志向性の重要な条件になってくる
のである。大人の性格である未来志向性は教育
的訓練によって徐々に生成してくるものである。
ホレース・ウォルポールがセレンディピティ
の能力に重要な要素としていたものに，偶然
（accidents）と察知力（sagacity）が挙げられる。
「偶然的出会いは予測された出会いとくらべる
と一般的には悪い結果となるが，少ない機会と
しては成果がよくなることもある26）」。それゆ
え，偶然から得られたものを成果として認める
察知力の意義は，セレンディピティ成立の重要
な要素なのである。このような察知力は教育的
訓練の結果養われてくる能力であり，未来志向
性とともに生成してくると言うことができる。
偶然を察知する能力こそがセレンディピティ
の基礎であるとするなら，察知された偶然をい
かに解釈するかによって，その察知された対象
そのものの評価が変わってくる。予測不可能な
結果が偶然の結果であり，それを肯定的に評価
するか否定的に評価するかによって，セレン
ディピティの成立か不成立かが決まってくる。
つまり，偶然の結果を否定的に察知した場合，
それは単なる落胆の原因にしかならず，その後
には成果となってあらわれてこない。偶然の結
果を常に肯定的に察知することによって，その
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成果を何らかの目的に利用しようとする意志も
はたらいてくる。ここにユーモアの意義があら
われてくるのである。
未来に起る予測不可能な偶然の出来事を肯定
的に察知することがセレンディピティを成立さ
せるわけであるから，その前提には，未来志向
性は不可欠の要素になる。また，未来志向性自
体が肯定的に未来に対応するという前提から成
立するのであるから，年長世代，とりわけ，高
齢者にとってセレンディピティは不可欠の能力
ということになる。未来に対する肯定的対応を
成立させるためには，予測外れの結果を肯定的
に受け止める必要があり，そのためにはユーモ
アと自信が不可欠の要素になってくる。そこで，
次にユーモアについて取り上げることにする。
　② ユーモア
 「ユーモアは，おそらく，人間精神の最も重
要な特質である27）」と言われ，人間が人間とい
う種を特徴付ける一つの特質と考えられる。
ユーモアは人間固有の能力であり，人間の文化
を豊かにしてきた。ユーモアには二つの意味が
ある。「ひとつは，おかしさをよびおこす行動，
話，文章のはたらき。もうひとつは，会話や文
章の，おかしさ，おもしろさを感知する能力，
表現する作用28）」である。セレンディピティに
繋がるユーモアの能力とは，察知力に伴うユー
モアである。予測不可能な未来の偶然を察知し，
そこにおかしさ・面白さを感知するユーモアが
あれば，精神的に新たな未来志向性に繋がるエ
ネルギーがあらわれてくる。おかしさ・面白さ
は心に余裕を与える。心に余裕が与えられるか
らこそ，失敗にもひるまず新たな試みを工夫す
ることができるのである。
未来志向性をもつ大人が大人として未来志向
性のゆえに生じる不確実な未来に対する不安に
打ち克つことができるのは，ユーモアに基づく
心の余裕によると言うことができる。「心の働き
であるユーモア，知性の働きであるウィット29）」
と分けられるが，さらにジョーク能力は大人の
未来志向性のもつ厳しさを和らげるための大人
の能力である。子どもにはユーモアも，ウィッ
トも，ジョークの能力ももたない者もいる。そ
れは子どもが本質的に現在志向性をもつ存在だ
からである。これらの人間特有（とりわけ，大
人特有）の能力は大人の未来志向性がもつ厳し
さを和らげるために，人間の成長・発達の過程
において徐々に身に付けてくる能力である。
未来志向性は不確実な未来に対応するための
性質であるため，訓練的要素を備えていなけれ
ばならない。その訓練的要素が与えるストレス
を和らげるためにユーモアは不可欠である。特
に大人としての未来志向性をセレンディピティ
に繋げるための試行錯誤に生じるストレスは大
きく，ユーモアは必要不可欠な要素になる。
ユーモアはウィットやジョーク能力の原動力に
なるものであり，特に重要である。
アルフォンス・デーケン（A. Deeken, 1932〜）
は「ユーモアと笑いが心を明るくし，それが健
康の維持にも役立つことを論証し，老いを楽し
む道を，さらには死と対峙する方法をさわやか
に示している30）」。デーケン自身，「ジョークは
タイミングの良さや，言葉の上手な使い方など，
頭から頭へのテクニックであり，ユーモアは心
から心へ伝える具体的な愛の表現だと思う31）」
とし，ユーモアに特別な意義を認めている。「ほ
んとうのユーモアというのは，自分自身が，絶
体絶命のピンチへ追いこまれ，あたふたしてい
る時に，そのあたふたしている自分を，もう一
人の自分が，ゆとりを持って眺めながら，声高
らかに笑うことができること32）」であり，常に
余裕をもって生きていくことができる人は，
ユーモアの能力を身に付けている人であると言
うことができる。
このようなユーモアの能力は，未来志向性に
よって未来において生じる予測不能な事態から
セレンディピティを生み出させるための心のゆ
とりづくりに不可欠の能力になっている。未来
志向性をもつ年長世代は未来を予測し，その予
測通りの状態が実現しなかった場合，そのよう
な予測しなかった状態を肯定的に把握し，そこ
から，新たな未来を予測していくところにセレ
ンディピティの能力が成立してくるのであるが，
その予測通りの状態が実現しなかったことに対
するショックを受け流し，肯定的に解釈し直す
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ことができる心のゆとりに，ユーモアが必要不
可欠なのである。人生には常に予測不可能なこ
とが起る可能性があり，そのような予測不可能
な可能性があること自体を「苦痛」ではなく，
「おもしろさ」と理解することができる心のゆ
とりを与えることがユーモアの本質なのである。
デーケンが老いや死に対峙する人間にユーモ
アが必要であることを解くのと同様の理由で，
未来志向性という予測不可能な可能性に対する
ストレスをセレンディピティに結び付けていく
のにユーモアは重要な要素になるのである。
このような「ユーモアのセンスの中核は，自
己存在に対するゆるぎなき自信33）」なのである。
不確実な要素に満ちた未来に対する期待を導く
未来志向性，その未来志向性を肯定的に実現し
ていくユーモアの感覚をもつことができる自信
によってセレンディピティが成立するのである。
ここで最後に自信について考察する。
　③ 自　信
セレンディピティを成立させる未来志向性と
ユーモア，さらに，自信は互いに繋がった一連
の心の作用としてあらわれてくる。年長世代が
未来志向性をもつことができるのは，それまで
の人生においてさまざまの困難や問題を克服し
てきた経験を通じて未知の未来に立ち向かいう
る自信をもつことによっている。ユーモアは心
に余裕を与える要素であるが，自信は積極的に
未知の状態に挑む意欲を起させる。
高齢者の不良老人化を阻止する条件は高齢者
自身が自らの存在そのものに自信をもつことで
ある。その自信はプライドを維持する重要な要
素になる。ただし，高齢者の自信は高齢者に対
する若者からの信頼と尊敬の感情によって支え
られる。現在，高齢者において不良老人化の傾
向があらわれてきている原因は，高齢者自身が
自らの自信をもちにくい外的条件が整いつつあ
るところにある。自信は他の人々から信頼され
尊敬されることによって自然にあらわれてくる
意識であり，経済至上主義的イデオロギーに満
たされた現代社会において，経済活動から離れ
た高齢者が自信をもつことは容易なことではな
い。ユーモアが心に余裕をもつための条件であ
るように，自信は他者からの信頼と尊敬によっ
て成立してくるものである。つまり，「人間と
しての自信は，愛されているという確信から生
まれる34）」のであるから，高齢者が自信をもて
るためには，高齢者に対して若者が信頼と尊敬
の感情をもつことが必要であり，そのような高
齢者に対する対応こそが，高齢者自身が「愛さ
れている」という確信をもつことに繋がる。高
齢者が年長世代としての未来志向性をもち続け
るためには，年長世代としての役割を果しうる
とともに，そのこと自体が年少世代から期待さ
れているという確信がなければならない。
社会的動物である人間の自信は自分一人でも
とうとしてもてるものではなく，他の人間との
人間関係において信頼され尊敬されているとい
う確信をもてるとき，自然に成立してくる。そ
のような自信は自らもとうとしてもつものでな
いからこそ，失敗に次ぐ失敗が重なったとして
も，自ら自信を失うことはできない。自信は自
らの失敗を克服するエネルギーになるものであ
り，その意味において，セレンディピティの重
要な構成要素であると言うことができる。
人間が自信をもつことができるのは，他者か
らの信頼と尊敬を実感しているときのプライド
によっている。自らの人生のさまざまの経験や
技術・能力などを誰かから評価されているとい
うプライドこそが自信成立のエネルギーになる
のであり，そのようなエネルギーを引き起すた
めの社会環境が整わなければならない。そのよ
うな社会環境は高齢者がつくり上げるというよ
りは，高齢者を取り巻く社会全体の高齢者に対
する対応によって成立してくる。そのような意
味において，現代社会は高齢者にとって最も自
信を喪失させるような社会環境であると言わざ
るをえないのである。
従来高齢者が高齢者としてのプライドをもち，
年長世代の役割を十分担い続けることができた
のには，さまざまの理由35）があるが，高齢者の
もつ能力や経験を評価する社会が存在したこと
が第一の根本原因であると考えられる。現代社
会においては，世界的レベルで経済至上主義的
イデオロギーが広まり，高齢者の役割が期待さ
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れなくなった。それゆえに，高齢者に対する信
頼と尊敬の感情をもつ若者が減少していること
が，高齢者の自信を喪失させているのである。
しかしながら，少子高齢化のさらなる進展が
世界的レベルで進んでいく不確実性の社会にお
いては，高齢者としての能力を社会全体で評価
しなければならない。つまり，高齢者の能力を
経済至上主義的立場から見ても，評価に値しう
る要素を発見できる社会が必要なのである。高
齢者が自信をもち，新たな不確実性社会を切り
拓いていくためには，高齢者自身が自信をもて
る社会構造をつくり上げていくことが必要であ
る。高齢者自身が自らの能力を現実社会のなか
で有益に利用されていることが実感できる社会
構造の構築が目指されなければならない。科学
技術の進歩によって，あらゆる産業における省
力化はかなり進んでいる現代社会において，高
齢者の能力を利用することは不可能ではない。
高齢者の能力とは，高齢者の経験と技術に基づ
く能力であり，若者の能力と同様のものではな
い。それゆえ，高齢者の社会参加の進展が若者
の労働機会を奪うことはないのである。
以上のような意味において，現代社会におい
て高齢者に自信をもたせるためには，一般的な
人々の高齢者に対する「高齢者は弱者である」
という先入観を捨て，社会的役割を高齢者に分
担する仕組みづくりこそが求められる。
少子高齢化社会において，高齢者がプライド
をもてる社会をつくり，そのプライドの下に自
信ある行動によって具体的な形で社会的役割を
担っていける社会構造づくりをすることは，今
後の不確実性の社会を未来の新たな構造をもつ
社会として確立していくことができる第一歩に
なる。
高齢者がセレンディピティを身に付け，社会
活動に積極的に参加し，社会全体の進歩に貢献
できる新たな構造づくりをすることによって，
高齢者だけでなく，人類社会全体の新たな進歩
が実現していくのであり，単なる高齢者問題解
決の一施策に留まらない，新時代の新たな社会
構造の構築に繋がると言うことができるのであ
る。
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